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Y03a 可視光直視分光器ＶＥＧＡの試用報告
竹内彰継,山脇貴士（米子高専）

VEGAとは株式会社昭和機械製作所が製造・販売している可視光直視分光器である。これは、グリズムによっ
て 1次スペクトルの 5700Åの光が直進するように設計されており、全長 145mm、重量 360gと非常にコンパク
トな作りとなっている。またVEGAは、直視分光器であるが、スペクトルの結像レンズとスリットビュアを取付
ければ本格的分光器として使用することもできる。このとき、スリットビュワではスリット幅が 20,40,80μmか
「スリット無し」が選択できる。
本校では、VEGA本体とスリットビュアのみを購入し、ビクセン製のカメラアダプタリングを改造して古い

カメラレンズ 2本をスペクトルとスリットビュアの結像レンズとして接続した。そして、ケンコー製 Cマウン
トアダプタを介して、ビットラン製 CCDカメラ BJ41Lでスペクトルが、イメージングソース製 CCDカメラ
DFK21AU618でスリット画像が撮像できる小型分光器とした。
テスト観測の結果、本校の組み合わせでは分光器の分散は 580Å/mmで、分解能は 750であることが示され

た。また、スリットビュアを利用すれば、木星の大赤斑のような天体の特定の部分のスペクトルも容易に撮像でき
た。さらに、M57のような星雲も容易にスリット上にのせることができ、スペクトルが得られることが分かった。
近年、自作分光器での観測報告が相次いでいるが、スリットビュアまで備えた分光器の自作例はあまり報告さ

れていない。VEGAは、メーカー品ではあるがスリットビュアを加えても比較的安価で、非常に実用性が高く地
方大学や公共天文台に導入する分光器として最適であると考えられる。さらに、ハイエンドアマチュア天文家を
分光観測へ導く強力な装置にもなると期待される。


